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部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

（地域
ちいき

移行
いこう

）議事
ぎ じ

要旨
ようし

 

 

１．日時
にちじ

：平 成
へいせい

２３ 年
ねん

４ 月
がつ

２６日
にち

（火
か
）１４：００～１７：００ 

 

２．場所
ばしょ

：厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

低 層 棟
ていそうとう

２ 階
かい

講 堂
こうどう

 

 

３．出 席 者
しゅっせきしゃ

 

大久保
おおくぼ

座 長
ざちょう

、三田
み た

副 座 長
ふくざちょう

、伊澤
いざわ

委員
いいん

、岡部
おかべ

委員
いいん

、小田島
おだじま

委員
いいん

、河
かわ

﨑
さき

委員
いいん

、清水
しみず

委員
いいん

、中 原
なかはら

委員
いいん

、山
やま

本
もと

委員
いいん

 

 

４．議事
ぎ じ

要旨
ようし

 

 

（１） 前回
ぜんかい

の議事録
ぎ じ ろ く

から 

 

＊ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が、自分
じ ぶ ん

が望
のぞ

む生活
せいかつ

を送
おく

ることを保障
ほしょう

することが前提
ぜんてい

（徹底的
てっていてき

に

本人
ほんにん

中心
ちゅうしん

に） 

＊ 「特定
とくてい

の様式
ようしき

を義務
ぎ む

づけない」とは、本人
ほんにん

の意志
い し

や希望
き ぼ う

、選択
せんたく

を無視
む し

したり、押
お

し付
つ

けたりしないこと 

＊ 地域
ち い き

移行
い こ う

の取
と

り組
く

みはピア
ぴ あ

と共
とも

に進
すす

めることが重要
じゅうよう

 

＊ 地域
ち い き

生活
せいかつ

のための基盤
き ば ん

整備
せ い び

には選択肢
せんたくし

が必要
ひつよう

で、当事者
とうじしゃ

の望
のぞ

むものが整備
せ い び

され

ることが重要
じゅうよう

 

＊ 地域
ち い き

移行
い こ う

を考
かんが

える際
さい

に、なぜ新
あら

たな入所
にゅうしょ

が生
う

まれるかを考
かんが

え、分析
ぶんせき

することが

必要
ひつよう

 

＊ 入所
にゅうしょ

・入院
にゅういん

を生
う

む社会的
しゃかいてき

要因
よういん

への取
と

り組
く

みが必要
ひつよう

 

＊ 地域
ち い き

住民
じゅうみん

が「障害者
しょうがいしゃ

が地域
ち い き

で暮
く

らす権利
け ん り

」を理解
り か い

するための対策
たいさく

が必要
ひつよう

（法制化
ほうせいか

の中
なか

でそれを明記
め い き

すべき） 

＊ 地域
ち い き

移行
い こ う

は障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

擁護
よ う ご

のシステム
し す て む

とともに推進
すいしん

することが必要
ひつよう

（安心
あんしん

・

安全
あんぜん

の仕組
し く

みが欠
か

けている） 

＊ 重点的
じゅうてんてき

な基盤
き ば ん

整備
せ い び

のための自治体
じ ち た い

の責任
せきにん

を明確
めいかく

にする 

＊ 地域
ち い き

での基盤
き ば ん

整備
せ い び

を緊
きん

急
きゅう

に進
すす

めるために国
くに

の緊
きん

急措置
きゅうそち

が必要
ひつよう

（時限
じ げ ん

立法
りっぽう

、

総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第
だい

14 回
かい

 

H23.5.31 資 料
しりょう
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特別法
とくべつほう

？） 

＊ 精神科
せいしんか

医療
いりょう

の質
しつ

を高
たか

めるためにも財源
ざいげん

を確保
か く ほ

すべき 

＊ 精神科
せいしんか

病院
びょういん

も「入院
にゅういん

中心
ちゅうしん

」から地域
ち い き

で精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

を支
ささ

える医療
いりょう

へシフト
し ふ と

するこ

とが必要
ひつよう

 

＊ 地域
ち い き

移行
い こ う

は所得
しょとく

保障
ほしょう

とセット
せ っ と

で考
かんが

える必要
ひつよう

、経済的
けいざいてき

基盤
き ば ん

が整
ととの

わないと入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

は必要
ひつよう

になる 

＊ 意見
い け ん

が分
わ

かれたもの 

・ 新規
し ん き

入所
にゅうしょ

を制限
せいげん

していく流
なが

れが必要
ひつよう

か 

・ 入所
にゅうしょ

入院
にゅういん

の有
ゆう

期限
き げ ん

・有
ゆう

目的
もくてき

を明記
め い き

すべきか 

・ 入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の役割
やくわり

を見直
み な お

すとは 

・ 地域
ち い き

移行
い こ う

の数値
す う ち

目標
もくひょう

を設定
せってい

するか否
いな

か 

 

 

（２） 障 害
しょうがい

の重
おも

い人
ひと

、強 度
きょうど

行 動
こうどう

障 害
しょうがい

の人
ひと

の地域
ちいき

移行
いこう

について 

・ 重 度
じゅうど

の 人
ひと

、自閉
じへい

傾 向
けいこう

のある 人
ひと

、 強 度
きょうど

行 動
こうどう

障 害
しょうがい

のある 人
ひと

、 近 隣
きんりん

と

トラブル
と ら ぶ る

になりやすい 人
ひと

等
とう

、地域
ちいき

に移行
いこう

しづらい 人
ひと

も地域
ちいき

移行
いこう

の対 象
たいしょう

に含
ふく

めることはできないか。障 害
しょうがい

程度
ていど

ごとの数値
すうち

目 標
もくひょう

ではなく、地域
ちいき

へ出
で
たい人

ひと

が地域
ちいき

へ出
で
られるようにすべきである。具体 的

ぐたいてき
には、重 度

じゅうど
訪 問
ほうもん

介護
かいご

の対 象
たいしょう

となる知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

についても地域
ちいき

移行
いこう

の対 象
たいしょう

とすべきである。 

・ 施設
しせつ

から地域
ちいき

への移行
いこう

に加
くわ

えて、親 元
おやもと

から地域
ちいき

への移行
いこう

もある。親 元
おやもと

にい

る学齢 期
がくれいき

に地域
ちいき

において 必 要
ひつよう

な支援
しえん

を行
おこな

っていればよいが、その機会
きかい

を得
え
る

ことなく施設
しせつ

へ入 所
にゅうしょ

すると、地域
ちいき

とつながる機会
きかい

が奪
うば

われてしまう。 

・ （提 出
ていしゅつ

資 料
しりょう

を説 明
せつめい

）地域
ちいき

の基盤
きばん

整備
せいび

が必 要
ひつよう

。また、施設
しせつ

の機能
きのう

が必 要
ひつよう

。 

・ 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

でなければ生
い
きていけない、という 人

ひと
はいない。 入 所

にゅうしょ
施設
しせつ

ではなく

ても対 応
たいおう

できるものとして、 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の機能
きのう

を転 換
てんかん

していくべきである。 

・ 本 人
ほんにん

が望
のぞ

むように支援
しえん

するべきであるが、そのための 人 的
じんてき

支援
しえん

、箱 的
はこてき

支援
しえん

を行
おこな

う 財 源
ざいげん

の裏付
うらづ

けをどうするのか。強 度
きょうど

行 動
こうどう

障 害
しょうがい

がある方
かた

は、これま

で特 別
とくべつ

な環 境
かんきょう

でなければ暮
く
らしていくことができなかった。地域

ちいき
で暮

く
らしてい

くためには、 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

と同程 度
どうていど

のハード
は ー ど

の整備
せいび

が必 要
ひつよう

となる。 

・ ハード
は ー ど

はあってもいいが、それだけではない。 逆
ぎゃく

にハード
は ー ど

がなくても、支援 者
しえんしゃ

に
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よる見守
みまも

りがあれば生
い
きていける。 

・ 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

に鍵
かぎ

を付
つ
けることには 反 対

はんたい
。地域
ちいき

では自分
じぶん

がやりたいことができる

が、施設
しせつ

では自由
じゆう

がきかず、まるで牢屋
ろうや

のようである。 

・ 強 度
きょうど

行 動
こうどう

障 害
しょうがい

の 方
かた

に 対
たい

する 専 門 的
せんもんてき

な支援
しえん

が 圧 倒 的
あっとうてき

に不足
ふそく

してい

る。 始
はじ

めから地域
ちいき

で暮
く
らすのではなく、施設

しせつ
において 有

ゆう
期限
きげん

で 何
なん

らかの

トレーニング
と れ ー に ん ぐ

をすることも 必 要
ひつよう

なのではないか。 

・ 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

を全否 定
ぜんひてい

するわけではないが、施設
しせつ

支援
しえん

による二次
に じ

障 害
しょうがい

もある。

ヘルパ
へ る ぱ

ー
ー
を利用

りよう
し、人

ひと
と関

かか
わりながら地域

ちいき
で暮

く
らす中

なか
で、専 門 的

せんもんてき
支援
しえん

を行
おこな

うこともできる。 

・ パーソナル
ぱ ー そ な る

な支援
しえん

を地域
ちいき

で実 現
じつげん

する機能
きのう

をどのように 作
つく

っていくのかを 考
かんが

え

るべきである。 

・ 地域
ちいき

で 困
こま

ったことがあるとすぐに 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

へ戻
もど

ってくる。 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

に代
か
わ

るセーフネット
せ ー ふ ね っ と

としての機能
きのう

を持
も
ったところが 必 要

ひつよう
。 

・ 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の職 員
しょくいん

には、利用 者
りようしゃ

の話
はなし

を全
まった

く聞
き
かない 人

ひと
もいる。施設

しせつ
であれ

もこれもだめといわれるよりは、地域
ちいき

で暮
く
らした 方

かた
がいい。 

・ 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の職 員
しょくいん

が地域
ちいき

移行
いこう

した人
ひと

をどのように 支
ささ

えて行
い
くのかを具体 的

ぐたいてき

に 考
かんが

えるべきである。 医 療
いりょう

についても 同 様
どうよう

だが、 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

のノウハウ
の う は う

を

地域
ちいき

へシフト
し ふ と

するべきである。 

・ まず入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

が必 要
ひつよう

、ということではなく、地域
ちいき

で暮
く
らすためにどうすればい

いのか、 本 人
ほんにん

の意見
いけん

をもとに 考
かんが

えていくべきである。 

 

（３） 精 神
せいしん

医 療
いりょう

と地域
ちいき

支援
しえん

との役 割
やくわり

分化
ぶんか

と連 携
れんけい

について 

・ 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

への 医 療
いりょう

と保護
ほ ご

に 関
かん

しては、保護
ほ ご

の見直
みなお

しが 必 要
ひつよう

である。

保護
ほ ご

はヘルパ
へ る ぱ

ーや日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

施設
しせつ

、ケア付
け あ つ

き 共 同
きょうどう

住 居
じゅうきょ

にて行
おこな

うべきであり、

医 療
いりょう

として行
おこな

うべきではない。 

・ 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉 法
ふくしほう

が医 療
いりょう

と保護
ほ ご

を主 目 的
しゅもくてき

としていること、 医 療
いりょう

を提
てい

供
きょう

する側
がわ

が保護
ほ ご

しているということが 問 題
もんだい

である。厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の保護者
ほごしゃ

制度
せいど

に関
かん

する検 討 会
けんとうかい

の議論
ぎろん

を見極
みきわ

める必 要
ひつよう

はあるが、保護
ほ ご

をどう捉
とら

えるのかと

いう議論
ぎろん

が足
た
りない。 

・ 入 院
にゅういん

でないとできない 治 療
ちりょう

とは 何
なに

なのか、入 院
にゅういん

の目 的
もくてき

を明確 化
めいかくか

するべき。
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医 療
いりょう

保護
ほ ご

入 院
にゅういん

ではなく、 食 事
しょくじ

等
とう

のセルフケア
せ る ふ け あ

ができていないために 入 院
にゅういん

しているのであれば、 入 院
にゅういん

せずにヘルパ
へ る ぱ

ー
ー
が付

つ
けば済

す
むのではないか。 

・ 精 神
せいしん

病 院
びょういん

へ 入 院
にゅういん

している 高 齢 者
こうれいしゃ

、 認 知 症
にんちしょう

の 方
かた

等
とう

の支援
しえん

も 含
ふく

めて

考
かんが

えると、 単 純
たんじゅん

にヘルパ
へ る ぱ

ー
ー
でよいという訳

わけ
ではない。 

・ 精 神
せいしん

病 院
びょういん

では退 院
たいいん

促 進
そくしん

しているが、地域
ちいき

での支援
しえん

がないため、病 院
びょういん

へ依
い

存
ぞん

してしまう。デイケア
で い け あ

やナイトケア
な い と け あ

等
とう

全
すべ

ての支援
しえん

を 病 院
びょういん

が 行
おこな

っており、

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

よりも 使
つか

い勝手
かって

がよいというのも事実
じじつ

。 

・ 医 療
いりょう

へかける財 源
ざいげん

を福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

へシフト
し ふ と

するべきである。 

・ 医 療
いりょう

の財 源
ざいげん

を減
へ
らすのではなく、医 療

いりょう
も手厚

てあつ
くした 上

うえ
で、福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

へ

の財 源
ざいげん

を充 実
じゅうじつ

させるべきである。 

・ 精 神
せいしん

病 院
びょういん

は医 療
いりょう

に特化
とっか

し、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

を独 立
どくりつ

させて欲
ほ
しい。 

・ 福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

は事 業 所
じぎょうしょ

が 行
おこな

い、精 神
せいしん

病 院
びょういん

では 必 要
ひつよう

な医 療
いりょう

の 提 供
ていきょう

の

みを行
おこな

うということで意見
いけん

は一致
いっち

するのではないか。 

 

（４） 地域
ちいき

移行
いこう

にあたって、 保 証 人
ほしょうにん

がいない 人
ひと

の 公 的
こうてき

保 証 人
ほしょうにん

制度
せいど

を 含
ふく

めた

権利
けんり

擁護
ようご

のあり方
かた

 

・ 保 証 人
ほしょうにん

というのは、いわゆる身元
みもと

保 証 人
ほしょうにん

のイメージ
い め ー じ

でよいのか。 

・ 家
いえ

を借
か
りる時

とき
の保

ほ
証 人
しょうにん

。このテーマ
て ー ま

で権利
けんり

擁護
ようご

のあり 方
かた

までいれると議論
ぎろん

が

混 乱
こんらん

する。 

・ 施設
しせつ

を 退
たい

所
しょ

するにあたっても、そのプロセス
ぷ ろ せ す

の中
なか

で保
ほ

証 人
しょうにん

探
さが

しなどの支援
しえん

が必 要
ひつよう

ではないかとのことで議題
ぎだい

にしている。 

・ 各委 員
かくいいん

が、「保 証 人
ほしょうにん

が必 要
ひつよう

だ」といいながらそのイメージ
い め ー じ

はバラバラ
ば ら ば ら

な気
き
が

する。 

・ 精 神
せいしん

の場合
ばあい

は保
ほ

証 人
しょうにん

協 会
きょうかい

に 頼
たの

むのが 一 番
いちばん

気
き
が 楽

らく
。ただし、 保 証 人

ほしょうにん

協 会
きょうかい

に 頼
たの

むのも 緊
きん

急 連 絡 先
きゅうれんらくさき

の 登 録
とうろく

が 必 要
ひつよう

となり 病
びょう

院 長
いんちょう

が 緊
きん

急 連 絡 先
きゅうれんらくさき

となるケース
け ー す

もある。 

・ こういった 保 証 人
ほしょうにん

は、日 常
にちじょう

の関 係 性
かんけいせい

の 中
なか

でその 人
ひと

の実 情
じつじょう

をよく知
し
り得

う

る人
ひと

たちが 担
にな

うのが 大 変
たいへん

重 要
じゅうよう

なことで、そこのところを 第 三 者
だいさんしゃ

にまかせ

るような 方 向
ほうこう

にもっていかないでほしい。（ 関 係 性
かんけいせい

のない） 第 三 者
だいさんしゃ

が保
ほ

証 人
しょうにん

になるというのは、施設
しせつ

の代
か
わりに別

べつ
の管理 者

かんりしゃ
ができるようなもの。また、
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公 的
こうてき

保 証
ほしょう

制度
せいど

を 作
つく

ることで結果
けっか

として 利用 者
りようしゃ

の 生 活
せいかつ

のあり 方
かた

を

コントロール
こ ん と ろ ー る

するようなことはあってはならない。それから 相 談
そうだん

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

が

こういった機能
きのう

を持
も
った場合

ばあい
であっても、自分

じぶん
のところに定期 的

ていきてき
に 相 談

そうだん
にく

ることが、こういった 保 証
ほしょう

をすることの 前 提
ぜんてい

条 件
じょうけん

とならないように 配 慮
はいりょ

が

必 要
ひつよう

。 

・ セット
せ っ と

でサービス
さ ー び す

を当事 者
とうじしゃ

に押
お
しつけないこと。 

・ 制 限
せいげん

されるようではなく自分
じぶん

で決
き
めることが 重 要

じゅうよう
。その 人

ひと
が暮

く
らしたいとい

う生 活
せいかつ

をサポート
さ ぽ ー と

していく仕組
し く

みをつくる。 

・ 住
す
みたいという意志

い し
のある者

もの
を 誰

だれ
がサポート

さ ぽ ー と
するのかは、いろいろな選択 肢

せんたくし
があ

ってよい。 担
にな

い手
て
を厳 密

げんみつ
に決

き
める必 要

ひつよう
はないのではないか。 

・ 自治体
じちたい

の責 任
せきにん

の 中
なか

に入
い
れるべきである。 緊 急

きんきゅう
連 絡 先
れんらくさき

も求
もと

められ、それを

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー
ー
などがすべて 担

にな
うのもおかしい。それが移行

いこう
のネック

ね っ く
にもなる。 

・ 居 住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

とか 緊 急
きんきゅう

連 絡 先
れんらくさき

とかをいうのではなく、純 粋
じゅんすい

に家
いえ

の保 証
ほしょう

だけに特化
とっか

させて自治体
じちたい

保 証
ほしょう

と整理
せいり

したらどうか。 

 

（５）「施設
しせつ

待機 者
たいきしゃ

」「再 入 院
さいにゅういん

・再 入 所
さいにゅうしょ

」の 現 状
げんじょう

にどう具体 的
ぐたいてき

に取
と
り組

く
むか。 

・ 再 入 所
さいにゅうしょ

や施設
しせつ

待機 者
たいきしゃ

の 数
かず

の 問 題
もんだい

が都市部
と し ぶ

において 顕 著
けんちょ

になっている。

都市部
と し ぶ

は 在 宅
ざいたく

の 方
かた

が 高 齢
こうれい

になって 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が 必 要
ひつよう

になったり、

リタイア
り た い あ

して経 済 的
けいざいてき

な問 題
もんだい

が生
しょう

じたりといったケース
け ー す

により、待機 者
たいきしゃ

が増
ふ

えているのではないか。 

・ 現 実
げんじつ

に、厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

のデータ
で ー た

でも退 所
たいしょ

して、再 入 所
さいにゅうしょ

している 者
もの

がい

る実 態
じったい

があるが、その理由
りゆう

・背 景
はいけい

が分
わ
からない。どのような理由

りゆう
で再 入 所

さいにゅうしょ

してくるのか知
し
りたい。 

・ 地域
ちいき

での住
す
まいの支援

しえん
が 充 実

じゅうじつ
しない 限

かぎ
り、いつまでも施設

しせつ
待機 者
たいきしゃ

の問 題
もんだい

は

生
しょう

じる。 

・ 待機 者
たいきしゃ

問 題
もんだい

にどのように取
と
り組

く
むかの前

まえ
に、まず実 態

じったい
を知

し
らなければいけな

い。待機 者
たいきしゃ

調 査
ちょうさ

が必 要
ひつよう

ではないか。待機 者
たいきしゃ

問 題
もんだい

への 対 策
たいさく

は①施設
しせつ

を増
ふ

やす、②施設
しせつ

の回 転 率
かいてんりつ

を上
あ
げる、③地域

ちいき
で支

ささ
える、の３つしかない。 

・ 施設
しせつ

待機 者
たいきしゃ

の 入 所
にゅうしょ

理由
りゆう

としては、保護者
ほごしゃ

が 支
ささ

えきれなくなったというのが

圧 倒 的
あっとうてき

に多
おお

い。 
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・ 精神 科
せいしんか

病 院
びょういん

の 入 院
にゅういん

待機 者
たいきしゃ

として 近 年
きんねん

問 題
もんだい

になっているのは 認 知 症
にんちしょう

の 高 齢 者
こうれいしゃ

。ただ、 認 知 症
にんちしょう

高 齢 者
こうれいしゃ

に 関
かん

しては 認 知 症
にんちしょう

疾 患
しっかん

医 療
いりょう

センタ
せ ん た

ーが地域
ちいき

の 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

等
とう

の空
あ
き状 況

じょうきょう
・待機

たいき
状 況
じょうきょう

を把握
はあく

し、 調 整
ちょうせい

し

ている。 

・ 現
げん

に地方
ちほう

自治体
じちたい

も待機 者
たいきしゃ

を 実 数
じっすう

として出
だ
して、その 数

かず
をもとに障 害

しょうがい
福祉
ふくし

計 画
けいかく

を策 定
さくてい

している。待機 者
たいきしゃ

というニーズ
に ー ず

があるから、その 分
ぶん

を整備
せいび

して

いるという 考
かんが

えになってしまう。「待機 者
たいきしゃ

」という 存 在
そんざい

意義
い ぎ

は大
おお

きい。 

・ しかし 本 当
ほんとう

に待機
たいき

しているのか？地域
ちいき

で「住
す
み続

つづ
けたい」と 願

ねが
っている 人

ひと
は

それより 遥
はる

かに多数
たすう

いるのに把握
はあく

しようとしていない。 

・ 地域
ちいき

での 生 活
せいかつ

が 困 難
こんなん

となった 者
もの

はすべて施設
しせつ

の待機 者
たいきしゃ

となり、 一 方
いっぽう

で

入 所 者
にゅうしょしゃ

が「地域
ちいき

移行
いこう

の待機 者
たいきしゃ

」という表 現
ひょうげん

はしない。 

・ 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の待機 者
たいきしゃ

として 捉
とら

えるべき。 

・ 現 実
げんじつ

として、かなり 親
おや

ががんばってきて 加齢
かれい

とともに 不安
ふあん

になる。

ショートステイ
し ょ ー と す て い

やレスパイトサービス
れ す ぱ い と さ ー び す

が地域
ちいき

にあれば、そういった不安
ふあん

に応
こた

えら

れる。 

・ 再 入 院
さいにゅういん

についてはどうか。 

・ 再 入 院
さいにゅういん

を 防
ふせ

ぐには、 医 療
いりょう

の 継 続 性
けいぞくせい

が 重 要
じゅうよう

。 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の

アウトリーチ
あ う と り ー ち

推 進
すいしん

事 業
じぎょう

は1つの 方 向 性
ほうこうせい

として 重 要
じゅうよう

。アウトリーチ
あ う と り ー ち

は、

本 来
ほんらい

保健 所
ほけんじょ

が行
おこな

うべきものをモデル
も で る

事 業
じぎょう

としてやっている。 

・ 再 入 院
さいにゅういん

にも２種 類
しゅるい

あるのではないか。ショート的
しょーとてき

なおやすみ 入 院
にゅういん

があるので

はないか 

・ 再 入 所
さいにゅうしょ

と再 入 院
さいにゅういん

の問 題
もんだい

を 同
おな

じ括
くく

りで議論
ぎろん

するのはおかしい。 医 療
いりょう

が

必 要
ひつよう

な時
とき

に再 入 院
さいにゅういん

するのは当
あ
たり前

まえ
のこと。 

・ 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の場合
ばあい

、 現 実
げんじつ

に再 入 所
さいにゅうしょ

してくる 人
ひと

なんかいない。希望
きぼう

しない。

そもそも 定 員
ていいん

がいっぱいで 入 所
にゅうしょ

させていない。せいぜいショートステイ
し ょ ー と す て い

。 

 

（６）今後
こんご

の進
すす

め方
かた

 

大久保
おおくぼ

座 長
ざちょう

 

・たたき 台
だい

がないと議論
ぎろん

が進
すす

まないので、座 長
ざちょう

、副 座 長
ふくざちょう

である程度
ていど

の方 向 性
ほうこうせい

を出
だ

す。次回
じかい

は簡 潔
かんけつ

に意見
いけん

をまとめてそれをもとに議論
ぎろん

する。 
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以 上
いじょう

 

 

 


